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特定医療法人明徳会　佐藤第一病院
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１．わたしたちは、専門スタッフがそれぞれの役割を分担し、患者さまを中心にしたチーム医療を行います。
１．わたしたちは、患者さまご家族との信頼関係を大切にし、満足して頂けるように人格形成をはじめ、知識、
技術の向上に努めます。

１．わたしたちは、病院職員としての誇りと責任を持って、他の医療機関、施設との連携をすすめます。
１．わたしたちは、よりよい医療を提供するために、相互啓発し魅力ある職場づくりを目指します。

運営方針

特定医療法人 明徳会 佐藤第一病院は、
１．患者さまの尊厳を守り、地域に密着した質の高い
医療を目指します。

１．たえず医療水準の向上に努め、チーム医療を推進
します。

理　　念

Topix
・新年のご挨拶
・新入職医師ご挨拶
・医療ナビ「合点っ！な喘息のお話」
・ミミヨリ薬局ニュース 喘息Q＆A
・冬季の室内に潜む転倒の危険性

明けましておめでとうございます
本年も何とぞ宜しくお願いいたします



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

２
月
に
特
定
医
療
法
人
明
徳
会
と
医
療
法
人
仁
和
会
が

合
併
し
、「
佐
藤
第
一
病
院
」
と
「
佐
藤
第
二
病
院
」

が
同
一
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
独
立
し

た
「
佐
藤
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
は
、
昨
年
１
月

に
法
人
化
し
、
医
療
法
人
大
神
会
「
佐
藤
レ
デ
ィ
ー
ス

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
は

こ
の
三
つ
の
医
療
機
関
で
、
成
人
の
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
医
療
か
ら
、
小
児
医
療
、
産
婦
人
科
・
周
産
期

医
療
に
至
る
ま
で
、
宇
佐
市
の
地
域
医
療
に
於
い
て
多

く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
宇
佐
市
の
属
す
る
大
分
県
北
部
医

療
圏
は
、
大
分
県
で
も
他
医
療
圏
へ
の
流
出
が
多
い
医

療
圏
の
一
つ
で
す
。
地
域
医
療
は
他
施
設
と
の
連
携
が

特定医療法人明徳会
理事長　佐藤　仁一大

切
で
す
が
、
医
療
の
進
歩
や
今
後
の
地
域
医
療
計
画

の
進
捗
を
考
え
る
と
、
今
後
、
地
域
連
携
は
宇
佐
市
内

だ
け
で
な
く
、
中
津
市
や
豊
後
高
田
市
を
含
め
た
北
部

医
療
圏
全
体
で
の
連
携
が
、
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の
「
佐
藤
第
一
病
院
」
は
、

北
部
医
療
圏
で
は
最
も
充
実
し
た
脳
神
経
外
科
と
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
持
つ
病
院
の
一
つ
と
し
て
、

脳
卒
中
な
ど
、
北
部
医
療
圏
全
体
へ
の
対
応
が
可
能
で

す
。

　
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
内
各
病
院
の
発
展

に
努
力
す
る
だ
け
で
な
く
、
北
部
医
療
圏
内
で
の
連
携

を
よ
り
強
化
し
、
地
域
の
患
者
様
達
が
可
能
な
限
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
離
れ
な
い
で
す
む
地
域
医
療
作

り
に
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特定医療法人明徳会 新年のご挨拶 平成30年賀正

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
想
定
以

上
の
ス
ピ
ー
ド
で
到
来
す
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
よ
り
、

医
療
・
介
護
に
関
し
て
も
更
に
厳
し
い
時
代
に
突
入
致
し

ま
し
た
。
私
達
も
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
、
日
夜
可
能
な
限
り
地
域
の
皆
様
に
安
心
し
て
頂

け
る
よ
う
な
医
療
を
提
供
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
充

分
に
満
足
し
て
頂
け
る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
れ
で
も
新
外
来
棟
も
完
成
し
施
設
整
備
は
一
段

落
し
ま
し
た
。
今
以
上
に
地
域
の
皆
様
に
快
適
で
適
切
な

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
引
き
続
き
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。
医
師
・
看
護
師
不
足
は
も
は
や
慢
性

的
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
よ
り
良
い
医
療
の
質
の
向
上
と
地
域
の
皆
様
に

安
心
し
て
頂
け
る
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
本
年
も

こ
の
難
題
に
前
向
き
に
対
応
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
少
し
で
も
ご
年
配
の
方
が

健
康
維
持
促
進
・
快
適
な
療
養
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
に
、

予
防
医
療
も
含
め
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
ま
す
。

更
に
当
院
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、
発
症
か
ら
在
宅
ま
で
を

踏
ま
え
た
地
域
密
着
型
の
医
療
に
、
今
後
も
引
き
続
き
邁

進
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
、

何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐藤第一病院
院長　中原　成浩

　
医
学
の
進
歩
で
多
く
の
病
気
の
治
癒
・
予
防
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
佐
藤
第
二
病
院
は
小
児
科
・
心
療
内
科
・

内
科
の
外
来
診
療
、
そ
し
て
医
療
療
養
病
棟
（
50
床
、
長

期
の
療
養
が
必
要
な
患
者
の
入
院
施
設
）
に
お
い
て
地
域

に
必
要
な
医
療
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
宇
佐
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
医
療
・
福

祉
は
生
活
の
基
礎
を
支
え
る
部
門
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い

ま
す
。
職
員
一
同
、
最
善
・
最
新
の
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
自
己
研
鑽
に
励
み
、
安
心
で
き
る
医
療
を
確
実
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
良
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
小
児
科
外
来
診
療
に
関
し
て
、
昨
年
か
ら
日
曜
祭
日
の

当
番
医
の
日
数
を
以
前
よ
り
増
や
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
当
病
院
の
担
当
日
に
は
必
ず
小
児
科
医
師
が
診
察
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
宇
佐
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
当
番
医
を
実
施
し
て
い
る
日
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
対
応
可
能
な
診
療
を
中
心
に
、佐
藤
第
一
病
院
・

佐
藤
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
他
医
療
機
関
と
連
携
を

密
に
し
て
安
心
・
安
全
な
医
療
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

佐藤第二病院
院長　田畑　正久
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ま
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佐藤第二病院
院長　田畑　正久
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当院では、冬季の入院時（特に１月から４月）には、入院治療中の患者さまにインフルエンザやノロウイル
スなどの冬季流行感染症を予防する為に、ご面会の方へ下記の対応をお願いしています。

患者さまへご面会される際は必ずマスクを着用し、
石鹸と流水での手洗いと備え付けの手指消毒剤
をご使用下さるようお願い致します。

面会時のお願い（冬季流行感染症予防）

※次のような場合、ご面会を制限させて頂くことがあります。
●熱があるなど、体調のすぐれない方（来院時、受付へお申し出ください）
●小さなお子様連れでのご来院
●食べ物の持ち込み（特に生もの）
また、流行の状況に応じて一般の方の面会を禁止させていただく場合が
ございますので、何卒ご理解とご協力をお願い致します。

脳神経外科 医師

佐藤　邦智

新入職医師ご挨拶
　
昨
年
10
月
よ
り
、
前
任
の
園
田
章
太
医
師

に
変
わ
り
、
脳
神
経
外
科
医
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
す
佐
藤
邦
智
と
申
し
ま
す
。
２
０

１
１
年
に
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
同
大
学
の
脳

神
経
外
科
に
在
籍
、
こ
れ
ま
で
東
京
や
神
奈

川
、
千
葉
で
の
大
学
関
連
病
院
や
、
日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手
術
、外
来
・

病
棟
業
務
や
救
急
医
療
に
携
わ
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
環
境
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
佐
藤
第
一

病
院
で
も
脳
腫
瘍
や
脳
卒
中
、
外
傷
、
脊
椎

変
性
疾
患
な
ど
脳
外
科
の
一
般
的
な
手
術
・

内
科
的
治
療
や
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
技
術

を
持
っ
た
先
生
方
を
各
地
か
ら
招
聘
し
て
の

治
療
な
ど
、
様
々
な
医
療
が
可
能
で
あ
り
学

ぶ
べ
き
事
も
多
い
で
す
。
首
都
近
郊
で
の
生

活
し
か
経
験
の
な
い
私
と
し
て
は
、
こ
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
宇
佐
の
地
で
働
け
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
参
り
ま
し
た
。
昨
年
８

月
に
脳
神
経
外
科
専
門
医
の
資
格
を
取
得
し

す
ぐ
の
赴
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
な
が
ら
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

知って得する医療Navi

合点っ!な喘息のお話
ゼーゼーやしつこい咳でお困りではありませんか？

そこのあなた!

皆さんは、ゼーゼーいって息切れがしたり、朝方、空咳で眠れないなどの事はありませんか？もしかすると、
その原因は、気管支喘息かもしれません。今回は、気管支喘息の治療について、お話致します。

内　科
新居　英二
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霧
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
器
具
に
よ
っ
て
色
々
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
分
に
合
っ
た
も
の

を
、
無
理
な
く
長
く
使
用
す
る
事
が
大
切
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
一
部
、
器
具
と
吸
入
方

法
を
、
お
示
し
し
ま
す
。

　
ス
テ
ロ
イ
ド
と
聞
く
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
や
パ
ン
ク
ラ
シ
ス
ト

等
の
筋
肉
増
強
の
ド
ー
ピ
ン
グ
を
連
想
さ
れ
た

り
し
て
（
ド
ー
ピ
ン
グ
は
、
ア
ナ
ボ
リ
ッ
ク
ス

テ
ロ
イ
ド
で
す
が
…
）、
ホ
ル
モ
ン
剤
で
、
副

作
用
が
恐
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
な
ど
と
思

わ
れ
、抵
抗
が
強
い
方
も
結
構
お
ら
れ
ま
す
が
、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
ほ
と
ん
ど
が
肝
臓
か

ら
代
謝
さ
れ
、
比
較
的
重
篤
な
副
作
用
は
少
な

い
薬
剤
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
は
、
お
子
さ
ん
の
喘
息
の
治
療
も
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
が
中
心
で
す
。

　
気
に
な
る
副
作
用
は
、
声
が
か
れ
る
、
口
腔

■
気
管
支
喘
息  

今
昔

　

気
管
支
喘
息
の
治
療

は
、
１
９
７
８
年
に
我
が

国
に
導
入
、
そ
の
後
呼
吸

器
科
な
ど
に
て
徐
々
に
使

用
さ
れ
て
き
た
吸
入
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
（
Ｉ
C
Ｓ
）
の

登
場
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

に
比
べ
飛
躍
的
に
改
善
向

上
し
ま
し
た
。
以
前
は
、

重
症
の
気
管
支
喘
息
発
作

で
、
救
急
受
診
、
酷
い
方

は
治
療
の
甲
斐
な
く
不
幸

に
し
て
亡
く
な
ら
れ
る
方

も
、
一
定
数
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
が
、
広
く

認
知
さ
れ
普
及
し
ま
し
た
。
治
療
の
中
心
と

し
て
一
般
的
に
多
く
の
方
に
使
用
さ
れ
て
い

る
効
果
で
し
ょ
う
か
、
救
急
で
重
度
の
喘
息

の
方
を
み
か
け
る
事
も
、
随
分
少
な
く
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
つ
い
て

　
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
は
、
パ
ウ
ダ
ー
と
噴

当院では、冬季の入院時（特に１月から４月）には、入院治療中の患者さまにインフルエンザやノロウイル
スなどの冬季流行感染症を予防する為に、ご面会の方へ下記の対応をお願いしています。

患者さまへご面会される際は必ずマスクを着用し、
石鹸と流水での手洗いと備え付けの手指消毒剤
をご使用下さるようお願い致します。

面会時のお願い（冬季流行感染症予防）

※次のような場合、ご面会を制限させて頂くことがあります。
●熱があるなど、体調のすぐれない方（来院時、受付へお申し出ください）
●小さなお子様連れでのご来院
●食べ物の持ち込み（特に生もの）
また、流行の状況に応じて一般の方の面会を禁止させていただく場合が
ございますので、何卒ご理解とご協力をお願い致します。

脳神経外科 医師

佐藤　邦智

新入職医師ご挨拶
　
昨
年
10
月
よ
り
、
前
任
の
園
田
章
太
医
師

に
変
わ
り
、
脳
神
経
外
科
医
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
す
佐
藤
邦
智
と
申
し
ま
す
。
２
０

１
１
年
に
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
同
大
学
の
脳

神
経
外
科
に
在
籍
、
こ
れ
ま
で
東
京
や
神
奈

川
、
千
葉
で
の
大
学
関
連
病
院
や
、
日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
手
術
、外
来
・

病
棟
業
務
や
救
急
医
療
に
携
わ
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　
環
境
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
佐
藤
第
一

病
院
で
も
脳
腫
瘍
や
脳
卒
中
、
外
傷
、
脊
椎

変
性
疾
患
な
ど
脳
外
科
の
一
般
的
な
手
術
・

内
科
的
治
療
や
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
技
術

を
持
っ
た
先
生
方
を
各
地
か
ら
招
聘
し
て
の

治
療
な
ど
、
様
々
な
医
療
が
可
能
で
あ
り
学

ぶ
べ
き
事
も
多
い
で
す
。
首
都
近
郊
で
の
生

活
し
か
経
験
の
な
い
私
と
し
て
は
、
こ
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
宇
佐
の
地
で
働
け
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
参
り
ま
し
た
。
昨
年
８

月
に
脳
神
経
外
科
専
門
医
の
資
格
を
取
得
し

す
ぐ
の
赴
任
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
、
微
力
な
が
ら
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さまざまな吸入ステロイド薬

❶吸入と同時に胸を膨らませたまま10秒息を止め、
薬を気管支に浸透させることがコツです。

吸入薬使用のポイント

❷ 吸入が終了したら、しっかりうがいを。

1週間 2週間 3週間 4週間

❸ 咳が治まったら、徐々に吸入回数を減らす。
咳がなくとも4週間は吸入を止めないで!

・タン・スクレーバー（舌磨き）の利用も効果的
・パンをひとかけら飲み込む事で
　舌の奥に残った吸入薬を除去する事も効果的

・・

吸入！
3秒以上、

できれば10秒
息を止める

4週間続ける
ことが大切！

しっかり
うがいする

知って得する医療Navi

合点っ!な喘息のお話
ゼーゼーやしつこい咳でお困りではありませんか？

そこのあなた!

皆さんは、ゼーゼーいって息切れがしたり、朝方、空咳で眠れないなどの事はありませんか？もしかすると、
その原因は、気管支喘息かもしれません。今回は、気管支喘息の治療について、お話致します。

内　科
新居　英二
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内
の
カ
ビ
発
生
な
ど
で
す
が
、
製
剤
の
種
類
の

工
夫
、
吸
入
後
の
う
が
い
、
食
事
前
に
吸
入
す

る
な
ど
で
、
予
防
出
来
ま
す
。

■
喘
息
治
療
薬
の
考
え
方

　
喘
息
の
治
療
薬
の
種
類
（
立
ち
向
か
う
武
器

に
な
る
薬
剤
）
は
、
大
ま
か
に
、

①
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
長
期
管
理
薬
）

普
段
の
発
作
の
な
い
時
に
こ
そ
、
継
続
し

て
、
発
作
自
体
を
起
こ
さ
な
い
様
に
す
る
、

予
防
的
な
薬

②
リ
リ
ー
バ
ー
（
発
作
治
療
薬
）

重
篤
な
発
作
の
時
に
、
ま
ず
は
、
激
し
い

呼
吸
困
難
や
咳
や
喘
鳴
を
軽
減
し
て
、
楽

に
す
る
事
を
目
指
す
薬

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
①
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
喘
息
の
方
は
、
普
段
か
ら
気
管
支
が
過
敏
な

状
態
に
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
、
気
管

支
の
腫
れ
や
分
泌
を
き
た
し
、
発
作
を
起
こ
し

ま
す
。

　
そ
れ
を
、
発
作
の
な
い
時
に
も
吸
う
ス
テ
ロ

イ
ド
の
消
炎
作
用
で
、
普
段
か
ら
十
分
抑
え
て

お
い
て
予
防
し
て
や
ろ
う
と
い
う
転
ば
ぬ
先
の

杖
が
、
こ
の
吸
入
の
薬
理
作
用
で
す
。
で
す
か

ら
「
最
近
調
子
が
い
い
し
、吸
入
、面
倒
だ
な
…
」

と
、
発
作
が
な
い
か
ら
…
と
い
っ
て
、
医
師
に

相
談
す
る
事
な
く
、
中
断
す
る
事
は
要
注
意
で

す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
好
事
魔
多
し
、
少
し

の
油
断
か
ら
症
状
が
悪
化
す
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
面
倒
で
も
根
気
強
く
治
療
（
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
）
を
続
け
る
事
が
、
良
好
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
最
も
大
切
な
ミ
ソ
な
の
で
す
。

　

た
だ
、
実
際
に
仕
事
、
旅
行
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ゴ
ル
フ
な
ど
、
様
々
な
生
活
シ
ー
ン
の
中
で
、

常
に
吸
入
器
を
持
ち
歩
き
、
欠
か
さ
ず
吸
入

や
予
防
の
う
が
い
を
す
る
事
は
習
慣
づ
く
ま

で
は
、
想
像
す
る
よ
り
、
実
際
な
か
な
か
、

大
変
で
面
倒
な
事
で
す
。

　

吸
入
が
つ
い
不
十
分
に
な
り
、
発
作
を
起

こ
さ
れ
た
方
も
、
リ
リ
ー
バ
ー
薬
剤
を
使
用

し
、
全
力
で
発
作
に
対
し
治
療
致
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
受
診
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
は
、
長
期
的

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
的
の
お
薬
に
な
り
ま
す
。

そ
の
為
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
、
少
な
く
と

ぐいっ
発作治療薬

ぐっ

ステロイド
炎症細胞

ぎゅっ
化学伝達
物質

さすり
さすり

気道（気管支）

ステロイドの働き吸入式と経口式の比較
ステロイド薬には強力な抗炎症作用があります

吸入ステロイドと薬のおもな副作用と対策

炎症細胞の働きを抑える 有害な化学伝達物質の
産生を抑える

発作治療薬の作用をうながす 気道の過敏性をしずめる

●吸入ステロイド薬
　肺に直接作用

口の中の
局所的なおもな
副作用

副作用
への対策

使用量 少ない

全身性の作用 少ない

●経口ステロイド薬
　血液にのって
　　　　全身に作用

使用量 多い

全身性の作用 多い

●声がれ
●口腔カンジダ症
●口の中の違和感
●のどの痛み

●吸入後に口の中に薬が
　残らないようにうがいを
　する。
※小さい子は「クチュクチュ」
　うがいや飲水でもOK。

●ほかの種類に変える。

●エアゾールタイプの場合は
　スペーサーを使用する。
※声がれ予防に効果的。

口腔
カンジダ症

刺激

喘息（ぜんそく）患者さんの気道

症状がないとき

気道が
狭くなっている

気道がさらに
狭くなっている

粘液

炎症が起きている 平滑筋がちぢむ

ストレス

発作のとき

ホコリ

タバコ

6No.48  ASUKAGAWA



も
一
週
間
程
度
の
期
間
が
必
要
で
す
。
た
だ
、

一
旦
増
悪
し
て
し
ま
っ
た
喘
息
は
、
そ
う
簡

単
に
は
改
善
せ
ず
、
症
状
が
長
引
く
事
も
多

く
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
吸
入

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
効
果
が
ま
だ
出
て
い
な
い

段
階
で
、「
全
然
効
果
な
い
じ
ゃ
ん
！
」「
こ

の
薬
、
信
用
で
き
る
の
か
し
ら
…
？
」
と
、

痺
れ
を
切
ら
し
、
残
念
な
が
ら
、
吸
入
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
を
止
め
て
し
ま
っ
た
り
、
来
院
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
の
薬
理
特
徴
を
御

理
解
頂
き
、
長
い
目
で
、
根
気
強
く
治
療
を

続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

喘
息
の
治
療
は
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に

加
え
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
、
気
管
支
拡
張
剤

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
行
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
非
常
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
難
し

い
重
症
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
（
吸
入
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
な
ど
に
よ
る
加
療
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

長
期
間
不
十
分
で
あ
っ
た
為
に
、
気
管
支
に

不
可
逆
な
変
化
を
き
た
し
て
い
る
方
が
多
い
）

が
、
新
し
い
注
射
剤
も
登
場
し
て
効
果
を
上

げ
て
お
り
、
高
価
で
経
済
的
負
担
は
あ
り
ま

す
が
、
朗
報
で
す
。

■
診
断

　

喘
息
の
診
断
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
）
と
の
合
併
や
鑑
別
、
心
疾
患
等
、

他
疾
患
と
の
鑑
別
も
念
頭
に
、
呼
気
Ｎ
Ｏ
検

査
な
ど
も
参
考
に
し
て
行
い
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
！
と
い
う
の
が
、
最
終
目
標

に
な
り
ま
す
の
で
、
ゼ
ー
ゼ
ー
し
て
、
別
府

の
温
泉
に
出
か
け
る
の
も
お
っ
く
う
だ
…
な

ど
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
、

御
相
談
く
だ
さ
い
。

■
咳
喘
息
に
つ
い
て

　

息
切
れ
で
は
な
く
、
空
咳
が
止
ま
ら
ず
、

朝
方
目
が
覚
め
る
な
ど
の
症
状
も
、
も
し
か

す
る
と
喘
息
が
、
原
因
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
結
核
等
感
染
症
や
悪
性
疾
患
と
の
鑑
別

も
重
要
で
す
が
、
咳
喘
息
と
言
わ
れ
る
喘
息

関
連
疾
患
で
も
や
は
り
空
咳
が
み
ら
れ
、
喘

息
の
治
療
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

■
症
状
「
０
」
を
目
指
し

　
　
　
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
を
！

　
気
管
支
喘
息
は
、
子
供
の
頃
か
ら
患
っ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
気
長
に
付
き
合
い
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事
で
、
日
常
生
活
に
な
ん

ら
影
響
す
る
事
な
く
、
穏
や
か
に
そ
し
て
楽
し

く
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
も
、大
勢
お
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
方
、
水
泳
や

ス
ケ
ー
ト
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
、
元
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
）、
元
Ｕ

Ｗ
F
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
方
な
ど
多
く
の
方

が
、
気
管
支
喘
息
を
患
い
な
が
ら
、
お
お
い
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
及
び
ま
す
！
患
者
さ

ん
よ
り
、
な
じ
み
深
い
有
名
人
の
方
や
、
ま
た

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
の
意
外
に
思
わ
れ
る
方

が
、
病
気
に
負
け
ず
に
頑
張
ら
れ
て
い
る
の
を

み
る
と
、
随
分
と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と
の
お
話

も
よ
く
伺
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

方
は
、
ド
ラ
マ
ロ
ケ
中
に
、
ス
モ
ー
ク
を
頻
回

に
吸
い
込
ん
だ
事
が
、
発
作
の
引
き
金
に
な
っ

た
事
が
あ
る
様
で
す
。
タ
バ
コ
な
ど
の
環
境
刺

激
因
子
も
喘
息
に
は
悪
影
響
、
と
い
う
事
も
重

要
で
す
。

■
合
点
っ
！
し
て
頂
け
ま
し
た
か
？

　
今
回
は
、
気
管
支
喘
息
治
療
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
重
要
性
を
中
心

に
お
話
し
ま
し
た
。

　
喘
息
は
、
治
療
法
も
進
み
、
加
療
に
よ
る
良

好
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
、
生
活
の
質
の
向
上
が

見
込
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

ステップ1 軽症間欠型重症度

発作時

長期
管理薬
●：連用
○：考慮

喘息の長期管理における重症度に対応した段階的薬物療法

○喘息症状がやや多いとき
（たとえば月に１～２回）、
血中・喀痰中に好酸球増
加のあるときは下記のいず
れか1剤の投与を考慮
●吸入ステロイド薬
（低用量）
・テオフィリン徐放製剤
・ロイコトリエン受容体
　拮抗薬
・DSCG
・抗アレルギー薬

ステップ2 軽症持続型

●吸入ステロイド薬
（低用量）連用
●上記で不十分な場合は、
　下記のいずれか1剤を併用
・テオフィリン徐放製剤
・ロイコトリエン受容体
　拮抗薬
・長時間作用性β2刺激薬
  （吸入/貼付/経口）
●合剤の使用可
○DSCGや抗アレルギー薬
　の併用可

ステップ3 中等症持続型

●吸入ステロイド薬
（中用量）連用
●合剤の使用可
●下記のいずれか1剤、
　あるいは複数を併用
・テオフィリン徐放製剤
・ロイコトリエン受容体
　拮抗薬
・長時間作用性β2刺激薬
  （吸入/貼付/経口）
○Th2サイトカイン阻害薬
　の併用可

ステップ4 重症持続型

●吸入ステロイド薬
（高用量）連用
●合剤の使用可
●下記の複数を併用
・テオフィリン徐放製剤
・ロイコトリエン受容体
　拮抗薬
・長時間作用性β2刺激薬
   （吸入/貼付/経口）
○Th2サイトカイン阻害薬
　の併用可
●上記のすべてでも
　管理不良の場合
・経口ステロイド薬の追加

短時間作用性吸入β2刺激薬 短時間作用性吸入β2刺激薬 短時間作用性吸入β2刺激薬 短時間作用性吸入β2刺激薬
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喘息治療薬の「作用」と「効果」について

それぞれの症状に対する治療薬として大きく分けて６種類に
分類されます。抗炎症薬と気管支拡張薬

喘息治療
Q&A

『気道の炎症』の治療は、 抗炎症薬が効果を発揮します

『気道が狭くなっている』の治療は、 気管支拡張薬が効果を発揮します

合剤による治療

薬剤科　係長　副島　修平

気道
（空気の通り道）

き どう

平滑筋
へい

き どう

き どうねんまく

じょう ひ

かつきん

気道上皮

気道粘膜

健康な人の気道 好酸球、肥満細胞など
炎症細胞が増えている

正常な気管支 喘息患者さんの気管支

空気の通り道

炎症を抑える

気道を広げる

気道

気道の粘膜

炎症がおきており、
敏感な状態

炎症がしずまり、刺激が
あっても発作がおこらない

気道が狭くなる
気道の粘膜が
赤く腫れる

痰
細胞が
はがれている

炎症を抑える薬です。効果が出始めるまでに１週間程かかりますので、毎日続ける必要があります。
ステロイド薬と聞くと、副作用が心配な方が多いと思いますが、吸入ステロイド薬の場合、用いる量は内
服薬と比べて約１/100と非常に少ない量で効果を得る事ができます。そのため、全身性の副作用も比較的
少なくてすみます。

気道を収縮させたり、炎症を引き起こすロイコトリエンという、アレルギー反応によって生じる物質の働
きを抑えます。それにより気道が広がり、また炎症も抑えられます。喘息の合併症として多いアレルギー
性鼻炎の治療薬としても使用されます。

気道を広げる薬です。効果が速く出る短時間作用型の薬は気道を広げる働きが強く、速効性があります。
発作治療薬として使用され、喘息発作が起きた時に使用することで、呼吸を楽にしてくれます。効果が長
く続く長時間作用型は長期管理薬として、吸入ステロイド薬と一緒に毎日使用します。動悸や手のふるえ
等の症状が現れる場合があります。このような症状が現れたら主治医に相談しましょう。

気道を広げる作用と、炎症を抑える作用の両方を持っています。内服薬は作用が長時間持続します。注射
薬は速効性があり、発作時等の急性増悪時に使用します。血中のテオフィリンの濃度が上がり過ぎると中
毒症状が出ることがあるので、医師に指示された用量・用法を守りましょう。

気道を広げる薬です。副交感神経が興奮すると気道が収縮しますので、抗コリン薬はこの作用の反対として、
気道を広げる作用があります。

喘息の原因になっているIgE抗体という物質の働きを抑え、気道の炎症を鎮める注射薬です。高用量の吸入
ステロイド薬など複数の治療薬を使用していてもコントロール不十分な難治性の患者さんに用いられます。

現在は吸入ステロイド薬と長時間作用型
β2刺激薬、または抗コリン薬と長時間作
用型β2刺激薬が一緒になった薬（合剤）
が症状によって使用されています。

気管支喘息患者さんの気道は主に、『気道の炎症』と『気道が狭くなっている』、
この二つの症状が起きています。

ステロイド薬

β2刺激薬

テオフィリン製剤

抗コリン薬

抗IgE抗体

抗アレルギー薬

喘息の治療をせずに放置すると、
どうなりますか？Q

　　気道の炎症が悪化して、発作の頻度が
多くなったり、症状が重くなったりしま
す。月に1回以上症状のある状態が続いて
いる、ある季節だけ症状がある、風邪をひ
いた後に咳などの症状が続く方は、早めに
病院・診療所を受診しましょう。

発作治療薬で発作が治まるので、
他の薬をやめてもいいですか？Q

　　発作治療薬で症状を鎮
めるだけでなく、長期管理
薬を定期的に使用して発作
が起らないようにする事が
治療の目的です。

Q
　　喘息は慢性的に気道に炎症がある疾
患です。症状が治まっていても気道に炎
症が残っていると、また発作を起こす可
能性があるので、長く治療を続けていく
必要があります。

症状がない時は、薬の量を減らし
てもいいですか？また、いつまで
使用したらいいですか？

Q
　　風邪薬や解熱薬の一部に含まれてい
る消炎鎮痛薬で喘息発作を起こしてしま
う人がいます。風邪をひいた際には、医
師に喘息の治療中であることを必ず伝え
て薬を処方してもらいましょう。

喘息の薬を服用していますが、
風邪薬を一緒に服用しても
いいですか？

Q
　　内服薬や注射薬は血液に入って全身
を循環しますが、吸入薬は直接気道に薬
を届けます。少ない量で効果が得られま
すので長期使用による副作用は比較的少
ないです。

吸入ステロイド薬を長く使い
続けて大丈夫ですか？ 

Ａ.Ａ.
Ａ.Ａ.

Ａ.

薬局 NEWS
ミ ミヨリ

引用・参考：喘息の正しい知識と治療についての総合サイト
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炎症を抑える薬です。効果が出始めるまでに１週間程かかりますので、毎日続ける必要があります。
ステロイド薬と聞くと、副作用が心配な方が多いと思いますが、吸入ステロイド薬の場合、用いる量は内
服薬と比べて約１/100と非常に少ない量で効果を得る事ができます。そのため、全身性の副作用も比較的
少なくてすみます。

気道を収縮させたり、炎症を引き起こすロイコトリエンという、アレルギー反応によって生じる物質の働
きを抑えます。それにより気道が広がり、また炎症も抑えられます。喘息の合併症として多いアレルギー
性鼻炎の治療薬としても使用されます。

気道を広げる薬です。効果が速く出る短時間作用型の薬は気道を広げる働きが強く、速効性があります。
発作治療薬として使用され、喘息発作が起きた時に使用することで、呼吸を楽にしてくれます。効果が長
く続く長時間作用型は長期管理薬として、吸入ステロイド薬と一緒に毎日使用します。動悸や手のふるえ
等の症状が現れる場合があります。このような症状が現れたら主治医に相談しましょう。

気道を広げる作用と、炎症を抑える作用の両方を持っています。内服薬は作用が長時間持続します。注射
薬は速効性があり、発作時等の急性増悪時に使用します。血中のテオフィリンの濃度が上がり過ぎると中
毒症状が出ることがあるので、医師に指示された用量・用法を守りましょう。

気道を広げる薬です。副交感神経が興奮すると気道が収縮しますので、抗コリン薬はこの作用の反対として、
気道を広げる作用があります。

喘息の原因になっているIgE抗体という物質の働きを抑え、気道の炎症を鎮める注射薬です。高用量の吸入
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この二つの症状が起きています。
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どうなりますか？Q

　　気道の炎症が悪化して、発作の頻度が
多くなったり、症状が重くなったりしま
す。月に1回以上症状のある状態が続いて
いる、ある季節だけ症状がある、風邪をひ
いた後に咳などの症状が続く方は、早めに
病院・診療所を受診しましょう。

発作治療薬で発作が治まるので、
他の薬をやめてもいいですか？Q

　　発作治療薬で症状を鎮
めるだけでなく、長期管理
薬を定期的に使用して発作
が起らないようにする事が
治療の目的です。

Q
　　喘息は慢性的に気道に炎症がある疾
患です。症状が治まっていても気道に炎
症が残っていると、また発作を起こす可
能性があるので、長く治療を続けていく
必要があります。

症状がない時は、薬の量を減らし
てもいいですか？また、いつまで
使用したらいいですか？

Q
　　風邪薬や解熱薬の一部に含まれてい
る消炎鎮痛薬で喘息発作を起こしてしま
う人がいます。風邪をひいた際には、医
師に喘息の治療中であることを必ず伝え
て薬を処方してもらいましょう。

喘息の薬を服用していますが、
風邪薬を一緒に服用しても
いいですか？

Q
　　内服薬や注射薬は血液に入って全身
を循環しますが、吸入薬は直接気道に薬
を届けます。少ない量で効果が得られま
すので長期使用による副作用は比較的少
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外来担当医一覧表
午　前

午後・専門外来 完全予約制

完全予約制

●午前受付時間 11：00まで
診療科目 曜日 月

●午後診察時間 14：00～17：00
予約のない方は受付しておりませんのでご注意下さい。専門外来はすべて予約制です。受診を希望される方は、受付窓口にご相談下さい。

※第１・３・５土曜日の午前中、胃カメラ検査を実施しています（予約制）。
　ご希望の方は、事前に受付窓口へご連絡下さい（TEL0978-32-2110）。

午前・専門外来

診療科目 曜日 月

時間

診療科目 曜日 月

火

火

水

水

木

木

金

金

内
　
　
　科

糖 尿 病 外 来
生活習慣病外来
肝 臓 内 科
神 経 内 科
もの忘れ外来
膠 原 病 外 来

脳 神 経 外 科
消化器外科・肛門科
消化器・乳腺外科
放 射 線 診 断 科

――
――
――

西江　　信
――
――

佐藤　邦智
宮﨑　信彦
――

佐藤仁一/島本　大

吉田加奈子
姜　　正広
藤井　郁夫
手島　　進
――

広瀬　宣明
中原　成浩

吉田加奈子
姜　　正広
藤井　郁夫
手島　　進
（大分大学）
――

中原　成浩

大森　　薫
姜　　正広
藤井　郁夫
新居　英二
宮﨑　信彦
――

中原　成浩

大森　　薫
姜　　正広
吉田加奈子
新居　英二
――

広瀬　宣明
中原　成浩

大森　　薫
島本　　大
藤井　郁夫
手島　　進
宮﨑　信彦
――

佐藤　邦智

――
――
――

佐藤　仁一

内視鏡担当医
曜日 月 水 金

島本　大/新居英二
姜　　正広

島本　大/新居英二
吉田加奈子

広瀬宣明/吉田加奈子
島本　　大

宮﨑　信彦
吉田加奈子/新居英二

――
――
――
――
――
――

中原　成浩
――
――

佐藤仁一/島本　大

片岡晶志（大分大学）
――
――

佐藤　仁一

――
千葉政一（大分大学）
本田浩一（大分大学）
［筋電図検査］

――
――

大西　晃平
――

広瀬　宣明
佐藤　仁一

――
――
――

佐藤仁一/島本　大

藤井　郁夫
――
――
――
――
――

中原　成浩
――

広瀬　宣明
佐藤仁一/島本　大

――
西江　　信
――

佐藤仁一/島本　大

尾関良則（大分大学）
――
――

西江　信（第２･４外来）
西江　信（第1･3･5外来）
尾崎貴士（大分大学）
武石　英晃
――
――

佐藤仁一/島本　大

――
――

尾崎貴士（大分大学）
佐藤　仁一

久松朱里（大分大学）
久松朱里（大分大学）

午　　　前
午　　　後

内　　　科（１診）
内　　　科（２診）
内　　　科（３診）
内　　　科（４診）
消化器外科・肛門科
消化器外科・乳腺外科
脳 神 経 外 科

整 形 外 科
神 経 内 科
膠 原 病 外 来
放 射 線 診 断 科

～平成30年１月４日現在の外来体制です～

＜ご注意＞お電話での受付は行っておりません。

リハビリテーションに
ついてのご案内
●午前受付時間 11：30まで
●午後は予約制
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木火

火 水 木 金

わたしたちは、患者さまの以下の権利を尊重し、納得と同意に基づいた医療を行います。
１．良質かつ適切な医療を公正に受ける権利をもっ
ています。

２．医師・病院を自由に選択し、他の医師の意見
を求める権利をもっています。

３．充分な説明と情報提供を受けた上で、治療方
法などを自らの意思で選択する権利をもって
います。

４．人格や価値観が尊重され、人としての尊厳が
守られる権利を持っています。

５．意識がないか判断能力を欠く場合や未成年者
の場合、代行者に決定を委ねる権利をもって
います。

６．自分の診療記録の情報を受ける権利をもって
います。

７．個人情報の秘密が守られる権利を持っています。

患者さまの権利

当院理念「患者さま中心のチーム医療」を進めるうえ
での、大切な役割を自覚して頂くために、患者さま自
身に求められる以下の責務をご理解下さるようお願い
致します。
１．正確な情報を提供するとともに、疾病や医療を充分
理解する責務。

２．医療に積極的に取り組む責務。
３．快適な医療環境づくりに協力する責務。
４．社会的ルールを守る責務。

患者さまの責務

明日花川
Information Magazine ASUKAGAWA

佐藤第一病院 広報誌

2018.1.1

予約のない方は受付しておりませんのでご注意下さい。
受診を希望される方は、受付窓口にご相談下さい。
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